


例　　　言

１．本書は、日田市教育委員会が平成 18年度に実施した上井手遺跡の 3次発掘調査報告書である。

２．調査は、幼稚園舎建設に伴い、学校法人フレーベル学園三芳幼稚園の委託業務として、日田市が受託し、日

　　田市教育委員会が事業主体となり実施した。

３．調査にあたっては、西田英子氏のご協力を得た。

４．調査現場での実測は渡邉・矢羽田が行ったほか、有限会社雅企画に委託した。また、杉野貴幸（当時文化財

保護　　課調査補助員）の協力を得た。写真撮影は渡邉が行った。

５．空中写真は㈱九州航空に委託し、その成果品を使用した。

６．本書に掲載した遺物の実測・写真撮影は矢羽田が行い、遺構･遺物の製図は矢羽田のほか、中川照美（文化

　　財保護課整理作業員）の協力を得た。

７．挿図中の方位は全て磁北を示す。

８．写真図版の遺物に付した数字番号は、全て挿図番号に対応する。

９．出土遺物及び図面、写真類は日田市埋蔵文化財センターにて保管している。

10．本書の執筆・編集は矢羽田が行った。

序　　　文

　本書は、当教育委員会が学校法人フレーベル学園三芳幼稚園の園舎改築に先立ち、

平成 18年度に実施した上井手遺跡の発掘調査内容をまとめたものです。

上井手遺跡は日田盆地の東部に位置する遺跡で、過去の調査では中世集落の存在

を窺わせる成果が得られています。今回の調査では、中世の遺構や遺物のほか近世

のものも確認され、日田市の歴史を考える上で貴重な成果を得ることができました。

こうした発掘調査の成果をまとめた本書が、今後、文化財の保護や学術研究、地

域の歴史を学ぶための教材などにご活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、三芳幼稚園理事長の西田英子氏をはじめ、調査にご協力い

ただきました方々や発掘作業に従事いただきました作業員の皆様に対して、心から

厚くお礼申し上げます。

　平成 20年 3月

日田市教育委員会　　　　　　　

教育長　合原　多賀雄　
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Ⅰ　調査にいたる経過と組織

　平成 17年 11 月 5日付けで学校法人フレーベル学園三芳幼稚園理事長西田英子氏より市教育委員会へ、日田

市大字日高 923-1 ほかでの園舎改築工事に先立つ事前の照会文書が提出された。この開発予定地は周知の埋蔵

文化財包蔵地である上井手遺跡に該当し、これまでも周辺で調査がなされていることから、その取り扱いについ

て協議が必要である旨の文書回答を行った。

その後、11月 11 日には予備調査の依頼文書が提出され、これを受けて 11月 14 日に確認調査を実施したと

ころ、遺物や柱穴などの遺構が確認され、遺跡の所在が明らかとなった。こうした結果をもとに、開発主と遺跡

の取り扱いについて協議を重ねたところ、建物の地下に地盤改良を目的とした基礎が約 6m間隔で格子状に入れ

られることから、遺跡の保存は困難であると判断し、園舎部分 960 ㎡を全面発掘調査することとした。

そこで、開発主と平成 18年 5月 16 日に受託契約を取り交わし、6月 5日から 7月 13 日まで発掘調査を実

施した。整理作業は 8月 1日から 9月 25日までの期間実施し、平成 19年度に報告書作成を行った。

調査に関する日誌は以下のとおりである。

  6 月 5 日 機械による表土除去作業を開始する。

 6 月 7 日 遺構検出及び遺構の掘り下げ作業を開始する。

 7 月 3 日 空中写真撮影を実施し、日田市立三芳小学校 6年生向け

   現地説明会を開催する。

 7 月 5 日  遺構の掘り下げ作業が完了する。

 7 月 13 日 調査区を埋め戻して調査を終了する。

なお、調査組織は次のとおりである。

平成 18・19年度

　　調 査 主 体　日田市教育委員会

　　調査責任者　諌山康雄（日田市教育委員会教育長、～平成 19年 8月　

　　　　　　　　17日）、合原多賀雄（同教育長、平成 19年 9月 27日～）

　　調 査 統 括　後藤　清（日田市教育庁文化財保護課長、平成 18年度）、

　　　　　　　　梶原孝史（同文化財保護課長、～平成 19年 9月 30日）、

　　　　　　　　原田文利（同文化財保護課長、平成 19年 10月 1日～）

　　調 査 事 務　髙倉隆人（日田市教育庁文化財保護課課長補佐兼埋蔵文化

　　　　　　　　財係長、平成 18 年度）、井上正一郎（同文化財保護課課

　　　　　　　　長補佐兼埋蔵文化財係長、平成 19年度）、田中正勝（同専

　　　　　　　　門員）、伊藤京子（同専門員）、塚原美保（同主査、平成

　　　　　　　　19年度）、中村邦宏（同主事補、平成 18年度）

　　調 査 担 当　渡邉隆行（同主任）、矢羽田幸宏（同主事）

　　調　査　員　今田秀樹（同主任、平成 19年度～主査）、行時桂子（同主任）

若杉竜太（同主任）

　　調査作業員　足立米子、穴井正利、諌元正隆、荏隈マサ子、河津信義、

　　　　　　　　河津モリ、河部松子、北澤幾子、小下一、五島絹代、

　　　　　　　　財津勲子、定賀和子、高倉美津子、谷口芳枝、中島カズ子、信岡アイ子、藤本弥八、

　　　　　　　　本松シヅエ、森本絹子、吉長利夫

　　整理作業員　穴井トヨ子、伊藤一美、武石和美、中原琴枝
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◎◎

Ⅱ　遺跡の立地と環境

　上井手遺跡は、日田盆地の東端を形成している会所山丘陵の麓、日田盆地を東西に流れる三隈川との間の沖積

地に存在する。遺跡の西側には三隈川の支流である中野川が南から北へ縦断しており、今回の調査区は中野川右

岸の標高約 90mの沖積地上に立地している。遺跡は『豊後国風土記』に記される古代日田郡に存在した五つの

郷の一つである靫
ゆぎあみ

編郷に属しており、その名は今でも遺跡に隣接する刃
ゆきい

連町に名残が見られる。靫編郷は古代日

田を支配した日下部氏の拠点であり、調査区の北東約 350mの独立丘陵上に存在する、装飾古墳を有する史跡

法恩寺山古墳群は日下部氏との関係が想定されている。また、11世紀には日下部為行により五つの原野が開発

されたと『宇佐宮神領大鏡』に記されており、その一つである竹田別符は今でも地名に名を残し、隣接する本遺

跡との関係が想定されている。

　周辺の遺跡を概観すると、会所山丘陵上に鳥羽塚古墳・後山古墳・会所山古墳、丘陵裾の沖積地上に鬼塚古墳、

西に柳ノ本遺跡、東に平松遺跡・東寺横穴群・日高遺跡などの存在が知られているが、いずれも未調査でその詳

細はわかっていない。会所山丘陵の北に連なる大原丘陵上には古墳時代の墳墓群が確認されている赤迫遺跡、市

内最大の円墳で、唯一円筒埴輪を有する薬師堂山古墳、未調査であるが丸尾神社古墳・丸尾古墳などの存在が知

られている。丘陵の裾野に存在する大波羅遺跡 1次調査区では古代の墨書土器が出土しており、官人層や寺院

などの存在が想定されている。また、大原丘陵と会所山丘陵に挟まれた沖積地には会所宮遺跡が存在し、弥生時

代の土坑などが確認されている。北東の丘陵上には元宮遺跡が存在し、弥生時代後期の甕棺墓、古墳時代後期の

石蓋土坑墓や、室町時代建立とみられる笠塔婆が確認されている。元宮遺跡の北を流れる求来里川流域では、近

年発掘調査が集中しており、弥生時代中期～後期の集落が確認された小西遺跡、弥生時代中期～古墳時代中期の

集落が確認された金田遺跡、縄文時代後期の包含層や古墳時代中期～後期集落、中世の水田層、近世の溝などが

発見された町ノ坪遺跡、縄文時代後期の遺物や古墳時代中期

～後期の集落、中世の掘立柱建物などが確認された求来里平

島遺跡などの遺跡が発見されている。

また、三隈川の対岸は古代には石井郷に属し、条里地割

も制定されていた。この周囲には縄文時代後期の土坑などが

検出された高瀬条里深野田地区、中世の掘立柱建物群が確認

されている高瀬条里永平寺地区、複室構造の横穴式石室をも

つ市指定史跡惣田塚古墳、縄文時代～古代にかけての住居や

中世墓などが確認されている手崎遺跡等が存在する。

若杉竜太ほか『上井手遺跡』日田市埋蔵文化財調査報告書第 76集
日田市教育委員会 2007
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※基本土層図は1/30

Ⅲ　調査の内容

（第3図）

　今回の調査は試掘調査の結果を踏まえて、遺構検出面まで機械で掘り下げを行い、遺構の確認を行った。調査

区は東西約 41ｍ、南北約 36ｍの L字形を呈し、面積は約 960 ㎡を測る。標高は約 90.00 ｍで、ほぼ平坦であ

るが、調査区の西側で検出された流路を境に中野川に向かって僅かに傾斜する地形であった。

　調査において検出された遺構は建物 5棟、柵列 1列、井戸 1基、土坑 28基、柱穴多数である。土坑については、

調査中に 7号土坑及び 26号土坑を精査した結果、土坑と認定する根拠に乏しいため、これを欠番とした。これ

らの遺構の埋土はほとんどが暗灰色土であるが、10・29号土坑が淡灰色土、2・3・9号土坑が炭・焼土混じり

の灰色土であった。

（第 3図）

　調査区南端で土層堆積状況の観察を行った。

　現在の地表面はバラス敷きで、その下に水田層（2・3層）が確認されている。

その下には暗灰色の砂質土層（4層）が約 30cm堆積し、さらに下位の暗灰

色土層（5層）は炭・遺物を包含する。遺構検出面は 6層の暗灰褐色砂質土

にあたり、この面から多くの柱穴・土坑等が検出されている。
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（第 4図、図版②）　調査区南

側で確認された 1間× 3間の建物である。規

模は心心距離で梁行 3.6m ×桁行 5.0m、柱穴

の深さは 50cm～ 120cmを測る。瓦質土器の

風炉（第 11図 1）が出土している。

（第 4図、図版②）　調査区南

側で確認された 1間× 3間の建物で、一部が

1号建物と切り合うが前後関係は不明である。

規模は心心距離で梁行 3.9m ×桁行 4.8m、柱

穴の深さは50cm～ 80cmを測る。土師質土器

の小皿（第 11図 2）が出土している。

（第 4図、図版③）　調査区中

央で確認された 1間× 4間の建物である。柱

穴の一部が削平を受けており、また、南西側の

一部が調査区外へ展開する。規模は心心距離で

梁行 4.3m ×桁行 5.8m、柱穴の深さは 25cm

～ 80cm を測る。青磁の碗（第 11 図 3）が出

土している。

（第 5図、図版③）　3号掘立

柱の北側に隣接して確認された 2間× 3間の

建物である。柱穴の一部が削平を受けている。

規模は心心距離で梁行約 4.0m ×桁行 5.1m、

柱穴の深さは 35cm～ 175cmを測る。土師質

土器坏（第 11 図 4）、青磁碗（第 11 図 6）が

出土している。

（第 5図、図版③）　調査区中

央で確認された 1間× 3間の建物で、一部が

4号掘立柱建物と切り合うが前後関係は不明

である。規模は心心距離で梁行約 4.0m×桁行

約 6.5m、柱穴の深さは 25cm～ 85cmを測る。

土師質土器坏の小片が出土しているが、図示で

きるものはなかった。

（第 6図、図版③）　調査区の中央、3号

掘立柱建物と 4号掘立柱建物の東側に沿うよ

うに確認された。6つの柱穴が直線上に並び、

規模は心心距離で 8.8mである。土師質土器坏

の小片が出土しているが、図示できるものはな

かった。
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（第 7図、図版④）　調査区の北端で検出された石組の

井戸で、一部が調査区外へ展開する。狭く、崩落の危険性があり、

湧水が著しいことがそれに拍車をかけていた。今回の工事では部

分的にしか削平は及ばないため、完掘を断念し土層図の作成及び

裏込めの確認は行わなかった。掘方の直径約 288cm、石組枠の

直径約 200m、深さは確認できただけで 104cmを測る。

（第 11 図）　1号井戸からは総じて近世の遺物が出土

している。7～ 10 は染付である。7は小皿、8は碗で、9・10

の器種については不明である。11 は青磁碗である。12・13 は

擂鉢である。15は甕である。16は石臼である。上臼で、側面に

は挽き手を差し入れるための孔を設ける。

（第 8図）　調査区の南端近くで検出された土坑である。規模は南北約 62cm、東西約 94cm、深さ約

54cmを測り、平面は楕円形で、逆台形状の断面を呈する。

（第 8図）　1号土坑の東で検出された土坑で、南北約 117cm、東西 116cm、深さ約 40cm を測る。

平面は歪な楕円形、断面は逆台形状である。

（第8図）　2号土坑の北で検出された土坑である。南北約116cm、東西約113cm、深さ約73cmを測り、
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隅丸方形に近い平面、逆台形状の断面を呈する。土師質土器坏（第 11図 26）が出土している。

（第 8図）　3号土坑の北で検出された土坑である。南北約 90cm、東西約 80cm、深さ約 44cmを測り、
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平面は歪な楕円形で、断面は逆台形状である。土師質土器の小皿（第 11図 24）が出土している。

（第 8図）　4号土坑の西側で検出された。南北約 61cm、東西約 108cm、深さ約 30cmを測り、楕円

形の平面、逆台形状の断面を呈する。

（第 8図）　5号土坑付近で検出された。南北約 60cm、東西約 108cm、深さ約 75cmを測る。平面は

楕円形で、逆台形状の断面を呈する。

（第 8図）　6号土坑の付近で検出された。南北約 156cm、東西約 52cm、深さ約 22cmを測る。平面

は細長い楕円形で、逆台形状の断面を呈する。

（第 8図）　調査区の東端、3号土坑の近くで検出された。南北約 88cm、東西約 85cm、深さ約 47cm

を測り、ほぼ円形の平面、逆台形状の断面を呈する。

（第 8図）　調査区の東端で検出されており、一部が調査区外へ広がる。南北約 135cm、東西約

130cm、深さ約 55cmを測り、円形の平面、逆台形状の断面を呈する。

（第 8図）　10 号土坑の南で検出されており、一部が調査区外へと広がる。南北約 134cm、東西約

74cm、深さ約 40cmを測り、平面は楕円形、断面は逆台形状である。

（第 11図）　17は瓦のようであるが、反りがなく平坦な形をしており、屋根葺きに用いられたとは考

え難い。海鼠壁に用いられたものか。18・19 は染付碗で、18は朝妻焼、19は古伊万里の「渦福」である。高

台内に二重方形枠で囲まれた福字銘が記されており、最低でも 2重の渦が確認できる。

（第 8図）　11号土坑付近で検出されており、一部を柱穴に切られる。南北約 78cm、東西約 90cm、

深さ約 50cmを測り、円形に近い平面、逆台形状の断面を呈する。土師質土器坏（第 11図 27）が出土している。

（第 8図）　調査区の東端で検出され、一部が調査区外へと広がる。南北約 163cm、東西約 90cm、

深さ約 60cmで、楕円形の平面、逆台形状の断面を呈する。瓦質擂鉢（第 11図 22）が出土している。

（第 8図）　13号土坑付近で検出された。南北約 62cm、東西約 113cm、深さ約 65cmを測る。平面

は隅丸の長方形、断面は逆台形状である。土師質土器の小皿（第 11図 25）が出土している。

（第 8図）　12号土坑の付近で検出された。南北約 58cm、東西約 82cm、深さ約 62cmを測る。平面

はつぶれた楕円形、断面は逆台形状である。

（第 8図）　15号土坑の付近で検出された。南北約 92cm、東西約 78cm、深さ約 32cmを測る。平面

は歪な楕円形、断面は逆台形状である。

（第 8図）　4号土坑付近で検出された。南北約 87cm、東西約 104cm、深さ約 36cmである。平面は

歪な楕円形で、断面はレンズ状を呈する。

（第 9図）　調査区中央付近で検出された。南北約 64cm、東西約 96cm、深さ約 40cmを測り、平面

は歪な楕円形、断面は逆台形状である。土師質土器坏（第 11図 28）が出土している。

（第 9 図）　調査区中央付近で検出され、一部を 18 号土坑に切られる。南北約 103cm、東西約

99cm、深さ約 51cmを測る。平面は歪な円形で、断面は逆台形状である。

（第 9図）　18号土坑付近で検出されている。南北約 84cm、東西約 64cm、深さ約 54cmを測り、楕

円形の平面、逆台形状の断面を呈する。土師質土器坏（第 11図 29）が出土している。

（第 9図）　調査区中央付近で検出され、一部を柱穴に切られる。南北約 58cm、東西約 107cm、深

さ約 75cmを測る。平面は歪な楕円形で、断面は逆台形状である。土師質土器坏（第 11図 30）が出土している。

（第 9図）　調査区のやや南よりで検出された。南北約 110cm、東西約 116cm、深さ約 74cmを測り、

円形の平面、釣鐘状の断面を呈する。

（第 9図）　17 号土坑付近で検出された。南北約 256cm、東西約 138cm、深さ約 54cmを測る。平
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面は不整形で、レンズ状の断面を呈する。土師質土器坏（第 11図 31）が出土している。

（第 9 図）　調査区東端近くで検出され、一部を 12 号土坑に切られる。南北約 228cm、東西約

82cm、深さ約 52cmを測る。平面・断面ともに不整形である。土師質土器坏（第 11 図 32・33）のほか、瓦

質土器片（第 11図 23）が出土しているが、器種不明である。



10

（第 9図）　調査区中央付近で検出された。南北約 96cm、東西約 104cm、深さ約 22cmを測る。平

面は歪な円形、断面はレンズ状である。

（第 9図）　22 号土坑付近で検出された。南北約 119cm、東西約 127cm、深さ約 66cmを測る。平

面は歪な方形、断面は歪な逆台形状である。

（第 11図）　20・21 は 27 号土坑から出土している。20は白磁の小皿で高台を削りだして 4つの脚

を作り出しており、内底面には同一器種を重ねた跡が見られる。21は器種不明の瓦質土器である。外面に花弁

のスタンプを施す。

（第 9図）　27号土坑付近で検出され、一部を柱穴に切られる。南北約 208cm、東西約 26cm、深さ

約 10cmである。平面は細長い楕円形で、断面はレンズ状を呈する。

（第 9図）　調査区北よりで検出された。南北約 355cm、東西約 258cm、深さ約 28cmをはかる。平

面は歪な楕円形、断面はレンズ状を呈する。

（第 9図）　調査区のやや北よりで検出された。南北約 128cm、東西約 124cm、深さ約 44cmを測る。

平面は歪な円形、断面は歪なレンズ状で部分的に逆断面上に掘り込まれる。

（第 10図、図版③）　調査区の西側で確認された。当初は溝かと思われたが、平面形や土層の堆積状況な

どから、人為的に掘り込まれた溝ではなく、自然流路であると判断した。3条の流路がまとまって検出され、東

から 1→ 3号流路の順で並ぶ。1・3号流路は中央の 2号流路に切られており、1号流路と 3号流路は直接接し

ていないため、その前後関係は不明である。いずれの流路からも中世の遺物が出土しており、1・2号流路で特

に出土量が多い。なおこれら流路より西側では、中野川に向かって地形が緩やかに下降し、遺構の密度も極端に

低くなる。

（第 11図、第 12図）　34～ 39 は 1号流路出土遺物である。34は近世の所産と考えられる。後

世の流れ込みによるものか。36・37 は青磁の小皿で、37は同安窯系に比定される。38は白磁の小皿である。

20と同器種である。39は瓦質の擂鉢である。40～ 90 は 2号流路出土遺物である。40～ 46 は土師質土器の

小皿である。いずれの口縁も直線的に立ち上がるが、40～ 45 は口縁部が外に開き、46は上方に立ち上がる。

47～ 79 は土師質土器の坏である。底部は全て糸切りで、板状圧痕が見られるものが圧倒的に多い。47～ 55

は口縁部が内湾しながら上方に立ち上がり、56～ 73は直線的に外に開く。74・75は直線的に立ち上がり、口

縁をわずかに内湾させる。76～ 79 は外反して外に開くものである。80は軒平瓦である。第 3唐草まで確認で

き、中心飾は蓮の花をモチーフとした三葉文である。81は瓦質土器の胴部である。外面に突帯が施される。釜か？

82・83 は瓦質の擂鉢である。備前系のものと思われる。84は器種不明の瓦質土器である。鉢か？ 85は第 11

図 1と同一個体で、風炉と思われる。86は火鉢である。外面に菱形のスタンプを施す。87は瓦質土器の底部

である。火鉢か風炉であろう。88・89 は青磁碗である。系統については判別できなかった。90は石臼である。

上下の判別はできなかった。91は 3号流路出土の青磁碗である。系統についての判別はできなかった。

（第 12 図）　紙面の都合上、器形別に配置して説明する。92 ～ 95 は土師質土器の小皿である。

いずれの口縁部も直線的にやや外に向かい立ち上がる。96～ 108 は土師質土器の杯である。ほぼ全ての底部が

糸切りで、97・104・106 ～ 108 には板状圧痕が見られる。96は口縁部が内湾して上方に立ち上がり、98～

100 は内湾して外に開く。101 ～ 108 は直線的に立ち上がり、外に開く。109 ～ 112 は青磁碗である。109・

111 は龍泉窯系か。113 は青白磁の小皿である。内面の一部に朱色の顔料が付着しており、紅皿として用いら

れていたと考えられる。出土遺構は観察表を参照されたい。
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（1/4、16のみ1/6）
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（第 12図）　ここでは遺構に伴わない遺物を紹介する。

114 ～ 122 は土師質土器の坏である。114 ～ 116 の口縁部は内

湾しながら上方に立ち上がる。117 ～ 119 は外に向かって直線

的に立ち上がり、120 は外反して、外に開く。いずれの底部も

糸切りで、板状圧痕が残るものが多い。123 は近世の碗である。

124・125 は青磁の小皿で、125 は同安窯系、126 は龍泉窯系

である。126は瓦質土器の口縁で受部をもつ。127は土錘である。
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Ⅳ　まとめ

今回の調査で出土した遺物は中世のものと近世のものの二つに大別できる。以下それぞれの時期について、

得られた資料から考察を行う。

まず、中世期の年代についてである。出土遺物のうち大多数を占める土師質土器坏から年代を検討していくが、

今回調査区の南約 100mで実施された 1次調査では山本・山村両氏の論考（註 1）を参考としており、本調査

でもそれに倣うこととする。

出土した坏の底部についてヘラ切りのものは見られず、全て糸切りであるであること、また殆どのものに板

状圧痕が見られることから、山本・山村両氏の中世Ⅲ期に比定される。この時期は坏 b・b2 が現れ始め、また

輸入陶磁において同安窯系が撤退し龍泉窯系にほぼ統一されていく時期とされる。本調査において坏 bは第 12

図 68、坏 b2は第 12図 74・75 などに見られるが、出土した坏の全体数のなかでは少なく、また輸入陶磁につ

いても同安窯系のものが見られることから、本遺跡の年代は中世Ⅲ期のなかでも早い段階にあたる 13世紀後半

～ 14世紀前半頃に相当すると考えられる。

次に中世期の遺跡の性格についてであるが、出土遺物のなかでも注目されるのが、瓦と 1号掘立柱建物から

出土している風炉である。これまで市内で風炉に限らず茶の湯に関係する遺構・遺物は出土しておらず、本調査

が初の出土例となるが、13世紀後半～ 14世紀前半における国内での茶の湯に関連する遺構・遺物等は城館跡

や寺院跡に出土が限られ、一般的に普及しているとは言い難い。瓦の出土と併せて、本遺跡周辺においても身分

の高い階層の人物の館か寺院が存在していた可能性が高く、遺跡周辺は竹田別符の推定地でもあることから、別

符の経営母体となった施設の存在などが想定される。竹田別符は、藤原基氏の室となった大友親秀の女の所領で

あったものを、大友一族の小田原景泰・景郷兄弟が買得した経緯が弘安 8（1285）年の『豊後国図田帳』に見

られ、『大友氏時所領注文』（貞治 3（1364）年）や『大友親世所領注文』（永徳 3（1383）年）には、日田庄

竹田別符の半分が所領として記されている。半分とはいえ所領を確実に取得したことは、この後の大友氏勢力の

日田進出における重大な足がかりとなった。

今回の調査における資料は別符の経営母体や大友氏勢力の存在を示すものではないが、この一帯における中

心的施設が存在した可能性を窺わせ、中世の日田を考える上で、今後重要な位置付けを占めることになるのは間

違いない。

　近世の遺物については、量的に多くはないが、考察を行う上で有用な資料が出土している。第 11図 18 は朝

妻焼の碗で、高台内の「　」銘がその特徴である。朝妻焼は久留米市合川町福聚寺に窯跡が確認されており、久

留米藩の御用窯として操業を開始したが、正徳 4年（1714）～享保 10 年（1725）または 13 年の 10 数年で

閉窯したとされる。また、第 11図 19の碗の銘は、古伊万里におけるいわゆる渦福であり、18世紀に類例が多

く、字の崩れ具合などから朝妻焼とほぼ同時期にあたる 18世紀前半の所産と考えられる。いずれも時期や産地

が限定されたものであり、肥前を中心とする陶磁器の流通を考える上で興味深い資料であると言える。

山本信夫・山村信榮「[10] 九州・南西諸島」『中世食文化の基礎的研究』国立歴史民俗博物館研究報告第 71集　1997
両氏は坏 bを「･･･底径の比率は小さく体部は直線的に開き、器高が高い。14世紀以降目立つようになる。･･･」、坏 b2を「深形で
口縁をわずかに内湾させる。」としている。以下、年代観は両氏のものによる。

若杉竜太編『上井手遺跡』日田市埋蔵文化財調査報告書第 76集　日田市教育委員会　2007
小野正敏編『図解・日本の中世遺跡』　財団法人東京大学出版会　2001
杉本勲編『九州天領の研究―日田地方を中心として―』　吉川弘文館　1976
「第五章　歴史時代②」　『久留米市史』第十二巻（資料編〈考古〉）　久留米市史編纂委員会　1994

　報告にあたり出土遺物の全てを掲載できなかったことをお詫びいたします。
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